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30(2018)大綱、中期防の特徴
◆護衛艦「いずも」の空⺟化
◆スタンドオフ防衛能力の保有

2016年3月
安保法制施行
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自衛隊が保有できない兵器とは…

「政府が従来から申し上げているとおり、憲法
第9条第2項で我が国が保持することが禁じられて
いる戦力とは、自衛のための必要最小限度の実力
を超えるものを指すと解されるところであり、(略)
個々の兵器のうちでも、性能上専ら相手国の国土
の潰滅的破壊のためにのみ用いられるいわゆる攻
撃的兵器を保有することは、これにより直ちに自
衛のための必要最小限度の範囲を超えることとな
るから、いかなる場合にも許されず、したがって、
例えばＩＣＢＭ、⻑距離核戦略爆撃機……⻑距離
戦略爆撃機、あるいは攻撃型空⺟を自衛隊が保有
することは許されず、このことは累次申し上げて
きているとおりであります」(1988年4月6日参院予
算委員会、⽡力防衛庁⻑官)
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◆島嶼防衛用高速滑空弾（事実上の弾道
ミサイル） ≒大陸間弾道ミサイル

◆スタンド・オフ機能がある⻑射程ミサ
イルの導入

ＪＳＭ、ＪＡＳＳＭ、ＬＲＡＳＭ（⻑
射程巡航ミサイル）≒⻑距離戦略爆撃機

◆憲法に基づく専守防衛から逸脱する空
⺟保有

護衛艦「いずも」を空⺟化、垂直離着
陸ができるＦ３５Ｂを搭載＝攻撃型空⺟

憲法上、禁止された兵器を保有へ
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島嶼防衛用高速滑空弾の研究
（150億円）
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国産スタンド・オフ・ミサイルの開発

（概算要求）

（政府原案）

◆現在は地上発射型のみだが、護衛艦や戦闘機
からも発射できるようにしてファミリー化

◆レーダーに映りにくいステルス性も付加し、
相手のミサイル対応を困難にすることで、自衛
隊による攻撃の威力が上がるようにする
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スタンド・オフ・ミサイルの取得
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「いずも」と2番艦「かが」の空⺟化

いずも型を２隻とも空⺟化

(本来、対潜水艦戦が専門)
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米国の衛星コンステレーションに参加へ

⇦米国主導の
「統合防空ミサイル防衛
（Integrated Air and 
Missile Defense: 
IAMD）」構想＝ミサイル
防衛、基地攻撃計画に参画
へ 9
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北朝鮮の軍事および安全保障に関する報告・2017年米国防総省

敵基地攻撃
できるのか

北朝鮮は…
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◆ 米英軍は、イラク軍が保有していた約80台のミサイル発射機の
うち、46台を空爆で破壊
◆ それでも、イラク軍は米英軍に対して18発の弾道ミサイルと4
発の巡航ミサイルを発射

◆ イラクは湾岸戦争の制裁が
続き、制空権は確保できていな
い

◆ 世界最強の米軍をもってし
てもすべての発射機を破壊でき
なかった事実は重い

イラク戦争で…米軍でさえ失敗！
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敵基地攻撃には、適時適切な情
報が不可欠

◆ 移動可能なミサイル発射機
の位置を特定するため監視役の
人物から情報を得る

◆ 軍内部で交わされる通信の
傍受も必要（無線、携帯電話な
ど）
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日本の情報収集体制

◆ 1日に1回程度の割合で北朝鮮上空を通過する情報収集衛星
による画像情報
◆ 防衛省情報本部の通信所・分遣班による北朝鮮軍の無線通
信の傍受

⇩⇩⇩⇩⇩⇩
▽ 情報収集衛星による画像情報では移動するミサイル発射機
の現在位置を掌握することは困難
▽ 通信の傍受も情勢が緊迫すれば周波数を変えられてしまい、
傍受不能になる事態も
▽ 国交のない北朝鮮に日本政府への協力者がいるとは考えら
れず、仮にいたとしても厳しい監視下でリアルタイムの情報を
送ってくるとは到底思えない
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非現実的な敵基地攻撃能力の保有

「発足以来70年間、自衛隊が全く手をつけ
てこなかった分野で、自衛隊の組織・文化
を大きく変える内容だ。相手の領域内にあ
る弾道ミサイルを阻止するとなると、どこ
に、どのような部隊がいて、どういう装備
を持っているかなどを瞬時に分析する必要
があり、今の自衛隊にその能力はない。か
なりの覚悟がないと実現は難しく、イージ
ス・アショアに代わるミサイル防衛の在り
方として優先順位が高い選択肢だとは思え
ない」(元自衛艦隊司令官 香田洋二氏)
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高まる敵基地攻撃能力、しかし…

敵基地攻撃のための「能力」を高めながら、政策決定という「意思」の
表明は見合わせるというちぐはぐぶり。安全保障政策にあまり関心がな
いといわれる菅首相の個性がにじみ出たといえばそれまでだが、「能
力」を先に高め、既成事実化を図ろうとしている 17
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